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Abstract Butterfly communities were studied by route census from April to November in 2004 in 
the Arakawa river basin, Adachi-ku, Tokyo. There were 15 species belonging to 5 families. 
Species commonly observed were Pseudozizeeria maha, Pieris rapae, Everes argiades, Colias 
erate, Lycaena phlaeas, Parnara guttata. These 6 species occupied the Ist to 6th in a ranking of 
individuals and 93.15% of butterflies in this area. These species are grassland breeders with habit 
preference for the urbanized area. Number of species and individuals increased from spring to au- 
tumn, and peaked in early October. Seasonal prevalence of butterflies showed 3 patterns; early 
summer type, summer type, and autumn type. 
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は じ め に 


日 本 の 蝶 類 に 関す る 調査 研究 は , 第 二 次 世界 大 戦後 か ら 1970 年 代 に か け て 生活 史 の 解明 を 中 心 に 進 
め ら れ , 80 年 代 に は 生活 史 研 究 の 総括 と も いえ る 「 原 色 日 本 蝶 類 生 慈 図鑑 1-4] (福田 他 , 1982-1984) 
が 出版 され た . この 頃 ま で は 個別 の 蝶 の 生態 や 発生 消長 に 関す る 研究 が 多かっ た が , 1990 年 代 に 入る 
と , 地域 の 蝶 類 群集 に 関す る 研究 が 行わ れる よう に な っ た (石井 ら , 1991). ZAN O ORRERA 
多く は , 環境 評価 を 目的 と し て いた が ( 桜 谷 ・ 藤 山 , 1991), 蝶 類 を 指標 と し た 環境 調査 が 盛ん に な る 
と , 蝶 の 環境 に 対す る 指数 な ども 設定 され た ( 稲 泉 , 1975; 田中 , 1988; 豊嶋 、 1988). 蝶 類 群集 の 多様 性 , 
dp eM 分 布 や , 個体 数 の 年 月 を 追っ て の 経過 と 記載 . そし て 評価 は , 蝶 類 の 保護 の た め 

に 必要 で ある ば か り で な く , その 背景 に ある 自然 環境 の 状態 や 変化 を 検出 し た り , その 保全 に つい て 
検討 る 上 で 欠か せな い 要 件 の ひと つと し て も 認め られ て いる (AH, 1993). 


o ら 東京 都 を 流れ る 荒川 は 奥 秩 父 の 甲 武 信 后 を 源流 と し . i ぐ 一 級 河川 で ある . その 

下流 部 に あたる 岩淵 水門 か ら 河 口 ま で は , 大 正 時 代 か ら 昭和 の 初め に か け て 開削 され た 人 工 の 河川 
(旧称 : 荒川 放水 路 ) だ が , 河川 敷 を 含め た 川幅 は 500 m 以上 あり , 東京 の 下町 地区 で は 貴重 な オー プ 
ンス ペー ス に な っ て いる . 河川 敷 の 利用 形態 は 様々 で , ゴル フ 場 や ヤグ ラン ド と し て 利用 きれ て いる と 
ころ も ある が , アシ 原 や 草原 と な っ て いる と こ ろ も ある . これ ら の アシ 原 や 草原 に は 様々 な 生物 が 生 
BLL, 河川 生態 系 上 で 重要 な 場所 と な っ て いる . これ まで に も 荒川 河川 敷 の 生物 相 に 関す る 調査 が 行 
な われ て きた が (足立 区 , 1985, 1989, 1993), その 調査 は 生物 相 の リス ト を 作成 する こと に と どまり ., 
蝶 類 群集 の 季節 消長 な ど を 定量 的 に 把握 する 調査 は 行なわ れ て いな か っ た . 


都市 部 に 位置 し . 人 工 的 に 開 前 され た 荒川 下流 部 で は , 絶滅 が 心配 きれ る 蝶 や 環境 評価 の 指標 と な る 
蝶 は ほとん ど と 生息 し て いな い . [普通 種 ] と 呼ば れる 蝶 が 大 部 分 で ある . 荒川 河川 敷 で の 蝶 類 の 保全 
や 身近 な 緑地 の あり 方 を 考え て いく 上 で ! は この 「 普 通 種 | こそ が 主役 で あり , 「 普 通 種 ] と 呼ば れ 
る 蝶 の 安定 し た 発生 を 維持 する よう な 緑地 の 管理 方 法 を 考え て いく こと が 必要 で ある . de 
3 LIED 消長 は . それ ぞ れ の 蝶 の 生活 様式 と 密接 に こ 関 係 し て いる . 本 研究 で は , 荒川 河川 敷 に 
ける 蝶 類 群集 が どの よう な 動態 を 示す の か を 探り な が ら , 荒川 河 / | 敷 の 緑地 を どの よ う ! ee 
いく べき か を 考え て いき た い . 今回 は その 出発 点 で あり , 荒川 河川 敷 に お ける 虹 類 群集 の 季節 消長 に 
つい て 調査 を 行っ た の で , その 結果 を 報告 する . 
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調査 地 お よび 調査 方 法 


荒川 河川 敷 で の 蝶 類 群集 調査 は 2002 年 か ら 開 始 し た が , 2002 年 と 2003 年 は 予備 調査 と し , 調査 場所 
と ルー ト の 選定 や , 荒川 河川 敷 に 生息 する 蝶 の 種類 , 食 草 や 吸 蜜 植物 な どの 観察 を 行い , 季節 消長 の 
お よそ の 傾向 を 把握 し た . 蝶 類 群集 の 定量 的 調査 地 と し た の は 荒川 の 左岸 千住 新橋 と 常盤 線 鉄橋 の 
間 の 河川 敷 で あり , 荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 と 呼ば ん て いる (東京 都 足 立 区 足立 一 本 目地 先 - 足 立 
二 丁 目地 先 ). 河川 敷 の 大 部 分 は アシ 原 と 草原 に な っ て お り , 草原 内 に は 遊歩 道 が つく られ て いる . こ 
の 遊歩 道 を 歩き な が ら 河 川 敷 を 周回 する 約 1.8 km の 調査 ルー ト を 設定 し た . 蝶 類 群集 の 定量 的 調査 
期間 は 2004 年 4 月 か ら 11 月 まで と し , 原則 と し て 月 に 2 回 ($ 月 は 3 回 ), 計 17 回 の 調査 を 行なっ た . 
調査 方 法 は ルー ト セ ン サ ス 法 GS, 19984, b) と し , 晴天 また は 明る い 藝 天 で 微風 の 日 を 調査 日 と し 
た . 調査 範囲 は ルー ト の 左右 $ m 以 内 と し , 補 虫 網 で 蝶 を 捕獲 し , 同じ 個体 を 重複 し て 記録 する こと 
が な いよ うに 気 を つけ な が ら 蝶 の 種類 と 個体 数 を 記録 し た . 静止 中 の 個体 や , 捕獲 の 困難 な 個体 で 識 
別 が 容易 な 場合 は , 目撃 に より 記録 し た が , 識別 が 不明 確 だ っ た 個体 に つい て は 記録 か ら 除 外し た . 
訪 花 中 の 個体 に つい て は 訪 花 植物 も 記録 し た . 


記録 の 集計 で は , 調査 日 ご と に 種別 個体 数 ( ヵ ) を 総 個体 数 (W で 除 し miN), それ ぞ れ の 種 の 占有 率 
(pi) と し て か ら , 蝶 類 群集 の 種 多様 度 を 示す 指数 と し て , 平均 多様 度 (Shanon-Wiener の 指数 H': 
H’=-Ypi-log,pi) を 算定 し た . 年 間 を 通し て の 総 個体 数 の 算定 に あたっ て は , 調査 に より 得 ら れ た 日 撃 
個体 数 を 種別 に 月 単位 で 集計 し, 月 ご と の 調査 回 数 の 偏り を 除く た め , 各 月 の 種類 別個 体 数 に 17 (t 
は 各 月 の 調査 回 数 ) を 乗じ , 月 1 回 の 調査 に 換算 し た 補正 総 個体 数 を 求め た . 














結果 お よび 考察 


2004 年 4 月 か ら 11 月 の 17 日 間 の 調査 で , 荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 で は 3 科 15 $8 940 個体 の 蝶 が 記 
録 き れ た . 調査 期間 中 に 記録 され た 蝶 の 種類 と 個体 数 を Table 1 に 示す . 各種 の 蝶 の 季節 消長 と 訪 花 
植物 の 特徴 は 以下 の と お り で ある . 


セセリ チョ ウ 科 Hesperiidae (Figs 1-3) 


セセリ チョ ウ 科 の 蝶 は ギン イチ モン ジ セ セリ Leptalina unicolor, チャ バネ セセリ Pelopidas mathias 
oberthueri, イチ モ ンジ セセリ Parnara guttata guttata が 確認 され て いる . 


ギン イチ モン ジ セ セリ は 4 月 と 8 月 中 旬 か ら 9 月 上 旬 に か け て 目撃 し て いる . 4 月 に 目撃 し た 個体 は 
春 型 , 8 月 か ら 9 月 に か け て 目撃 し た 個体 は 夏 型 で ある . この こと か ら 成 虫 の 発生 は 年 2 回 と 推定 き 
れる が , 多摩 川 で ギン イチ モン ジ セ セリ の 生態 を 調査 し た 記録 に よる と , 成虫 の 発生 回 数 は 3 回 と さ 
れ て いる (HH, 1985). 今回 の 調査 で は 記録 きれ た 個体 数 が 少な い の で , 年 間 発生 回 数 を 把握 する に 
は , さら に 詳細 な 調査 が 必要 で ある . 千住 新 橋 緑地 左岸 下流 は チ ガ ヤ Imperata cylindrica や オギ 
Miscanthus sacchariflorusD BR E 7g 5C 380, 草原 的 環境 を 好む この 蝶 の 貴重 な 生息 地 に な っ て い 
る . 


チャ バネ セセリ は 春 か ら 夏 に か け て は 記録 が な く , 10 月 に な っ て か ら 目 撃 さ れる よう に な っ た -. 個体 
数 は 少な いも の の , 10 月 か ら 11 月 に か け て 毎回 記録 され て いる . 季節 消長 と し て は 秋 に ピー ク を も 
っ て お り , 竜ヶ崎 市 で の 蝶 類 群集 調査 で も 同様 の 季節 消長 が 確認 され て いる (山本 , 2002). 訪 花 植物 
と し て アレ チ ハ ナ ガサ Verbena brasiliensis, Y 7277 * 79 Trifolium pratense, 72] 7 | 7 3 2 F Kalimeris 
pseudoyomena, セイタカアワダチ ソウ Solidago altissima な ど が 記録 され て いる が , アレ チ ナチ ハナ ガサ で 
吸 密 する 個体 が 多かっ た . 


イチ モン ジ セ セリ は , 春 か ら 初 夏 に か け て は 目撃 され ず , 7 月 上 旬 に な っ て 初め て 目撃 され た . 7 月 上 
旬 の 短期 間 に 目 撃 さ れ た 後 ,7 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 に か け て 一 時 的 に 見 られ な く な る が ,8 月 中 旬 以 降 
再び 個体 数 が 多く な り , 9 月 上 旬 に 最大 個体 数 を 記録 し た . 7 月 の 発生 期間 は 短く , 個体 数 も 少な か っ 
た が , 秋 の 発生 期間 は 長く て 個体 数 も 多く ,10 月 上 旬 ま で 成虫 が 見 られ た . 季節 消長 と し て は , EO 
さき な ビ ピーク と 秋 の 大 き な ビ ピー ク で 構成 され て お り , 竜ヶ崎 市 で の 蝶 類 群集 の 調査 で も 同様 の 傾向 が 
認め られ て いる (山本 , 2000). 訪 花 植物 は アカ ツメ クサ セイ ヨウ タン ポポ Taraxacum officinale, 7 V 
チ ナチ ハナ ガサ , セイ タカ アワ ダチ ソウ な と ど と 広範囲 に お よぶ が , BIST AY ATH, 秋 は アレ チ ハ ナ が ガサ, 
晩秋 は セイ タカ アワ ダチ ソウ と 吸 密 植物 の 花期 に 合わ せ て 対象 を 変え て いく よう で ある . 
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Table 1. Number of individuals of each butterfly species observed from April to November 2004 at the 
Arakawa river basin. 




















Species \ date 4/10 4/18 5/8 5/15 5/30 6/5 6/20 7/3 7/17 8/4 
Leptalina unicolor 1 

Pelopidas mathias 

Parnara guttata 3 

Graphium sarpedon | 

Papilio xuthus 2 l 
Colias erate 1 9 2 2 24 13 5 5 11 2 
Pieris rapae 6 16 6 14 54 27 14 30 11 l 
Lycaena phlaeas 1 1 4 5 3 6 6 


Lampides boeticus 

Pseudozizeeria maha 3 2 2 2 
Celastrina argiolus 

Everes argiades ] ] 4 6 2 37 20 
Curetis acuta 

Polygonia c-aureum 

Cynthia cardui 

Number of species 2 4 4 3 2 6 6 6 5 5 
Total of indiviuals (V) 7 27 10 17 78 53 33 45 67 30 
Shanon-Wiener: H’ 0.592 1.328 1.571 0.834 0.890 1.969 2.195 1.662 1.792 1.442 






































Species \ date 8/16 9/4 9/23 10/2 10/17 11⁄3 11717 Total N' (96) 
Leptalina unicolor 2 | 4 2.0 0.44 
Pelopidas mathias 2 4 3 4 13 6.5 1.44 
Parnara guttata 22 38 14 6 83 41.5 9.17 
Graphium sarpedon 1 0.5 0.11 
Papilio xuthus 3 1.5 0.33 
Colias erate 13 6 5 98 44.3 9.80 
Pieris rapae ] 5 6 7 5 12 2 217 96.2 21.25 
Lycaena phlaeas l 9 9 14 9 12 9 89 442 976 
Lampides boeticus 2 12 3 3 8 28 14.0 3.09 
Pseudozizeeria maha 7 11 67 98 60 22 9 283 141.5 31.27 
Celastrina argiolus l ] 0.5 0.11 
Everes argiades 15 14 6 2 108 53.8 11.90 
Curetis acuta ] 1 0.5 0.11 
Polygonia c-aureum l l 0.5 0.11 
Cynthia cardui 1 3 3 3 10 5.0 1.10 
Number of species 6 8 8 10 7 7 4 15 15 

Total of indiviuals (NV) 48 80 109 160 89 59 28 940 452.5 
Shanon-Wiener: H' 1.869 2.185 1.924 2.056 1.708 2.349 1.841 1.835 








Shanon-Wiener: H'2—-Ypi-log;pi, pi=ni/N, ni: number of individual/species/date. 
N’: corrected number of individuals: X (total individuals in month/observation frequency in month). 


荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 で 確認 8 きれ た セセリ チョ ウ 科 の 蝶 は ギン イチ モン ジ セ セリ , チ ャ バネ セ 
セリ , イナ モン ジ セ セリ の 3 種類 だ が , これ ら の 暴 の 発生 時 期 に は 微妙 な 違い が ある . 夏 か ら 秋 に か 
け て の 季節 消長 を 見 る と , 発生 時 期 が 最も 早い の は ギン イチ モン ジ セ セリ で 8 月 中 旬 か ら 9 月 上 旬 に 
か け て 発生 の ピー ク が あり , 9 月 下旬 に は 見 られ な く な る . イチ モン ジ セ セリ の 個体 数 が 多く な る の 
も 8 月 下旬 か ら だ が , 発生 期間 は ギン イチ モン ジ セ セリ より 長く , 10 月 初め まで 見 られ る . チャ バネ 
セセリ が 記録 きれ る よう に な っ た の は 10 月 に 入っ て か ら で あ る . イチ モン ジ セ セリ は 既に 盛り を 過 
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Figs 1-3. Seasonal prevalence of Hesperiidae species. X: Date. Y: Number of individuals. 1. L. 
unicolor. 2. P. mathias. 3. P. guttata. 


ぎ て お り , セセリ チョ ウ 3 種 の 中 で は 最も 遅かっ た . 
アゲ ハチ ョ ウ 科 Papilionidae 


ナミ アゲ ハ Papilio xuthus は 6 月 3 日 に 2 個体 と 8 月 4 日 に 1 個体 の 計 3 個 体 だ けが 記録 され た だ た . アオ 
スジ アゲ ハ Graphium sarpedon nipponum も 6 月 20 日 に 1 個体 が 記録 され た だ け で ある . ナミ アゲ ハ , 
クロ アゲ ハ Papilio protenor demetrius, 了 アオ スジ アゲ ハ な どの アゲ ハナ チョ ウ の 仲間 は 足立 区 内 の 都市 
公園 で は 最も よく 見 られ る 蝶 で あり (瀬田 , 2002), 南山 大 学 で の 蝶 類 群集 調査 か ら も その 発生 消長 は 
大 変 安定 し て お り , 恒常 的 に 目撃 され て いる (江本 , 2004). し か し 荒川 河川 敷 で は いずれ も 少数 派 と 
な っ て お り , その 原因 は 食 草 と な る ミカ ン 笠 植物 Citrus sp. や クス ノ キ Cinnamomum camphora が 河川 
敷 に は 存在 し な いた め と 考え られ る . 


シロ チョ ウ 科 Pieridae (Figs 4, 5) 


シロ チョ ウ 科 の 蝶 で は モン キチ ョ ッ ウ Colis erate poliographus と モン シロ ナ ョ リウ Pieris rapae crucivora 
が 記録 され て いる . 両 種 と も 個体 数 が 多く , モン シロ チョ ウ は 個体 数 の 多き で は 2 番目 の 21.25%, € 
ン キ チョ ウ は 4 番目 の 9.80% を 占め て いる . 季節 消長 も 類似 し て お り , 春先 か ら 初 夏 に か け て 個体 数 
が 増加 し ,3 月 下旬 に 最大 と な る . その 後 個体 数 は 減少 する が 秋 に 再び 増加 する . 初夏 の 大 き な ビ ー ク 
と 秋 の 小さき な ピー ク を 持つ 双 峰 型 の 季節 消長 を 示し て いる . モン シロ チョ ウ は モン キチ ョ ウ の 2 倍 
以上 の 個体 数 が 記録 され て いる が , 季節 に よる 個体 数 の 変動 も モン キチ ョ ウ よ り 大 きい . PED S 
夏 の 発生 個体 数 が きわ め て 多く ., 初夏 に 大 きく 偏っ た 双 峰 型 の 季節 消長 を 示し て いる . 南山 大 学 で の 
蝶 類 群集 調査 で は , モン シロ チョ ウ が 夏 か ら 晩 夏 に か け て 姿 を 消し て し まい 市 街 地 で 生存 し に くい 
の で は な いか と 推測 きれ て いる が (江本 , 1999), 荒川 河川 敷 で は 少数 な が ら も 夏 を 乗り 越え て 生存 し 
て いる . 神戸 市 西区 の 伊川 で 秋 の 河川 敷 の 蝶 類 群集 を 調査 し た 記録 で も モン シロ チョ ウ と モン キナ チ 
ョ ウ が 上 位 を 占め て いる (渡辺 , 1996). モン キチ ョ ウ と モン シロ チョ ウ は 河川 敷 の 草原 的 な 環境 に よ 
€ 適応 し , 荒川 河川 敷 で 見 られ る 代表 的 な チョ ウ に な っ て いる . 


モン キチ ョ ウ は アカ ツメ クサ , ア レ チ ハ ナガ サ , コ セダン グ サ Bidens pilosa, セイ タカ アワ ダチ ソウ 
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Colias erate Pieris rapae 
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Figs 4-9. Seasonal prevalence of Pieridae and Lycaenidae species. X: Date. Y: Number of indi- 
viduals. 4. C. erate. 5. P. rapae. 6. L. phlaeas. 7. L. boeticus. 8. P. maha. 9. E. argiades 


な ど に 吸 密 に 訪れ て いた . モン シロ チョ ウ は , 4 月 か ら 7 月 に か け て セイ ヨウ タン ポポ や アカ ツメ ク 
サ , 9 月 か ら 11 月 に か け て は アレ チ ハ ナ ガサ や セイ タカ アワ ダチ ソウ を よく 利用 し て いた . モン キチ 
ョ ウ の 幼虫 は アカ ツメ クサ を 食 草 と し て いる . 河川 敷 に は 緑化 植物 と し て 播種 きれ た アカ ツメ クサ 
が 繁茂 し て いる . モン シロ チョ ウ の 食 草 と し て は , キャ ベツ な どの アブ ラナ 科 栽 培 植 物 の な い 河 川 敷 
で は イヌ ガ ラン Rorippa indica や スカ シタ ゴボウ RAR. islandica が 利用 きれ て いる . $ 月 下旬 か ら 6 月 上 
旬 に か け て , 護岸 の 石積 の 隙間 に 自生 し て いる スカ シタ ゴボウ に は た くさ ん の 幼虫 が 発生 し て いた . 


シジミ チョ ウ 科 Lycaenidae (Figs 6-9) 


シジミ チョ ウ 科 の 蝶 は ベニ シジミ Lycaena phlaeas daimio, Y F F à V 7 3 Lampides boeticus, VV F 
シジミ Pseudozizeeria maha, ツバ メン ジミ Everes argiades argiades, Vv") 7 7 à Celastrina argiolus 
ladonides, ウラ ギン シジミ Curetis acuta paracuta の 6 種 が 記録 され て いる . 


ベニ ンジ ミ の 季節 消長 は , 春 は 個体 数 が 少な く , 夏 か ら 秋 に か け て 増加 する . 個体 数 が 最大 と な る の 
は 10 月 上 旬 だ が , 11 月 に 入っ て も 個体 数 の 多い 状態 が 続く . 全体 と し て は 秋 に ピー ク を 持つ 単 峰 弄 
の 季節 消長 を 示す が , 発生 最盛 期 で も 日 撃 個体 数 は 14 個体 で あり , 個体 数 の 変動 は それ ほど 大 きく 
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Polygonia c-aureum Cynthia cardui 
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Figs 10-11. Seasonal prevalence of Nymphalidae species. X: Date. Y: Number of individuals. 
10. P. c-aureum. 11. C. cardui. 


な い . 一 年 を 通し て ほとん どの 季節 に 目撃 され る 蝶 で ある .3 月 8 日 と 15 日 に 記録 し た 2 個体 は オレ 
ンジ 色 の 鮮やか な 春 型 の 個体 だ っ た が , 6 月 以後 は 黒 化し た 夏 型 の 個体 と な っ て いた . 各種 の 吸 蜜 植 
物 を 利用 し て いる が , 春 か ら 夏 は アカ ツメ クサ や ヒメ ジョ オン Stenactis annuus, 2» DEKET v5 
ナガ サ や カン トウ ヨメ ナ , セイ タカ アワ ダチ ソウ な ど を 好む よう で ある . 幼虫 の 食 草 と な る ギシギシ 
類 Rumex sp. は , 草 伸 り に よる ダメ ー ジ か ら の 回 復 $ 早 く , 各種 の 野草 を 吸 密 植 物 と する ベニ シジミ 
は 荒川 河川 敷 の 環境 に 適応 で きる 習性 を 持つ 蝶 の ひと つと 考え られ る . 


ウラ ナミ シジミ は 東京 付近 で は 越冬 する こと が で きず , 南 房 総 な ど で 越冬 し た 個体 群 が 毎年 世代 を 
重ね な が ら 北 上 し て くる も の と 考え られ て いる (S, 19582, b). その た め 東 京 付近 で ウラ ナミ シ ジ 
ミ を 目撃 する よう に な る の は 例年 9 月 以降 と きれ て お り , 今回 の 調査 で も 9 月 以降 に 記録 きれ て い 
る . 出現 期間 は 短い が , 秋 に ピー ク を も つ 単 峰 型 の 季節 消長 を 示し て いる . 個体 数 が 最大 と な っ た の 
は 10 月 上 旬 で , その 後 減少 し た が 11 月 中 旬 に 再び 増加 し て いる . この こと は 本 種 が 9 月 か ら 11 月 の 
間 に 世 代 和 交代 が 行なわ れ た こと を 示唆 し て いる . 竜ヶ崎 市 で の 門 類 群集 調査 で も 北上 個体 の 侵入 後 
1-2 回 の 発生 が 完了 する も の と 推測 され て お り (山本 , 2004), 本 調査 地 と 類似 し た 季節 消長 が 記録 さ 
れ て いる .10 月 に は アレ チ ハ ナ ガサ .,11 月 に は コ セ ン ダン グ サ に 訪 花 する 個体 が 多かっ た . 


ヤマ トシ ジミ は 本 調査 地 で 最も 個体 数 が 多く , 31.27% を 占め て いる . 南山 大 学 の 蝶 類 群集 調査 で も 
最多 個体 数 と な っ て いる 種 は ヤマ トシ ジミ で あり , 年 間 個体 数 の 半数 以上 を 占め て いる (江本 , 1999). 
春 か ら 夏 に か け て は 少数 が 目撃 され る の み だ が , 9 月 以降 急激 に 個体 数 が 増加 し , 10 月 上 旬 に ピー ク 
に 達する . 春の 発生 か ら 夏 に か け て 人 徐々 に 個体 数 を 増加 させ , 秋 に 一 気 に 個 体 数 を 増やす の が ヤマ ト 
シジミ の 特徴 で ある . 南山 大 学 や 竜ヶ崎 市 で も 同様 の 季節 消長 が 認め られ て いる (江本 , 1999; 山本 , 
2004). 訪 花 植物 は 広範 囲 に お よぶ が , アレ チ ハ ナ ガサ と カン トウ ヨメ ナ が 好ま れ て いる . 河川 敷 に 豊 
富 に 自生 する カタ バ ミ Oxalis corniculata は , 幼虫 の 食 草 だ け で な €, 成虫 の 吸 蜜 植物 と し て も 利用 さき 
れ て いる . カ タバ ミ は 草原 の 草刈 り に よっ て 減少 する こと は な く , むし ろ る 生長 が 活性 化 き れる ほど で 
あり , 荒川 河川 敷 の 環境 に 最も 適応 し た 蝶 と な っ て いる . 


ツバ メシ ジミ の 季節 消長 は , 春先 の 個体 数 が 少な く , 初夏 に か け て 個体 数 が 増加 し 7 月 に 発生 の ピー 
ク を 迎え て いる . 夏 に ビー ク を 持つ 単 峰 型 の 季節 消長 が 特徴 だ が , 竜ヶ崎 市 で の 調査 で は や や 異な っ 
た 季節 消長 が 記録 され て お り , 年 次 に よる 季節 消長 の 変動 も 大 きい (山本 , 2000, 2002, 2004). 8 月 以降 
個体 数 が 減少 し て いる が , 2004 年 の 夏 は 記録 的 な 少雨 と な り , 食 草 と な る アカ ツメ クサ が ほとん と 枯 
死 し た こと が 影響 し た か も し れ な い . 発生 の ピー ク は ヤマ トシ ジミ より 早く , ツバ メシ ジミ の 発生 の 
盛り を 過ぎ る と ヤマ トシ ジミ の 個体 数 が 増加 する 傾向 に ある . 吸 蜜 植物 と し て は アカ ツメ クサ を 好 
む . 


ルリ シジミ と ウラ ギン シジミ は どちら も 1 個体 ずつ が 記録 され て いる だ け で ある . 個体 数 が 少な い 
OC, 千住 新橋 緑地 で 発生 し , 世代 交代 を 繰り 返し て いる も の で は な く , 一 時 的 に 飛来 し た も の と 考 
えら れる . 


ベニ シジミ , ウラ ナミ シジミ , ヤマ トシ ジミ , ツバ メシ ジミ の 4 種 は 個体 数 も 多く , これ ら 4 種 類 の 蝶 
で 356.02% と 全 個 体 数 の 半数 以上 に 達する . これ ら の 蝶 は いずれ も 小形 な の で , アゲ ハチ ョ ウ や モン 
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シロ チョ ウ の よう に 目立つ こと は な い が , 荒川 河川 敷 の 蝶 相 を 特徴 づけ る 重要 な 種類 と な っ て いる . 
タテ ハチ ョ ウ 科 Nymphalidae (Figs 10, 11) 


タテ ハチ ョ ウ 科 の 蝶 で は キタ テハ Polygonia c-aureum と ヒメ アカ タテ ハ Cynthia cardui が 記録 され て 
いる . キタ テハ は 11 月 に な っ て 1 個体 が 目撃 され た の み だ が , 南山 大 学 や 竜ヶ崎 市 で も 秋 に な っ て 記 
録 き れる こと が 多い らし い GLA, 1999; 山本 , 2002. ヒメ アカ タテ ハ も 個体 数 が 少な い が , 夏 か ら 秋 
に か け て 発生 の ピー ク を 持つ の で , 季節 消長 と し て は ウラ ナミ シジミ と 類似 し て いる . 竜ヶ崎 市 の 調 
査 で も 9 月 以降 の 目撃 が 普通 と され て いる (WA, 2004). ヒメ アカ タテ ハ の 吸 蜜 植物 は 蝶 の 個体 数 が 
少な か っ た 割 に は よく 記録 きれ て お り , ア カツ メ ク サ , ア レル チ ハ ナ ガサ , コロ センダングサ , セイ タカ ア 
ワダ チ ソ ウ な どの 花 に 頻繁 に 訪れ て いた . 


千住 新橋 緑地 左岸 下流 で は 15 種類 , 452.5 個体 (補正 総 個体 数 ) の 蝶 が 記録 され た . 個体 数 が 最も 多 か 
っ た の は ヤマ トシ ジミ で , 31.27%, 続い て モン シロ チョ ウ が 多く , 21.25% を 占め て いる . この 2 種 だ け 
で 32.52% と 過半 数 を 越え を て いる . これ ら に 続く の は ツバ メシ ジミ , モン キチ ョ ウ , ベニ シジミ , イチ 
モン ジ セ セリ で , それ ぞ れ 11.90%, 9.80%, 9.76%, 9.17% E 72 0, ここ まで の 6 種 の 蝶 で 93.15% を 占め 
て いる . これ ら 6 種 が 荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 の 代表 的 な 蝶 と いう こと に な り . いわゆる 「 普 通 種 ] 
EMISNARANEEAER HOTS. これ ら 以 外 で は ウラ ナミ シジミ が 3.09%. チャ バネ セセリ が 
1.44%, ヒメ アカ タテ ハ が 1.10% と 続く . 残り は いずれ も 1% 以 下 と 少数 派 に な る が , その 中 に は レッ 
ド デ ー タ ブッ ク に 記載 され て いる ギン イチ モン ジ セ セリ が 含ま れ て いる . 


荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 の 蝶 類 群集 で は ヤマ トシ ジミ と モン シロ チョウ が 優 占 上 位 種 し な っ て い 
る わけ だ が , この 傾向 は これ まで の 都市 公園 や 住宅 地 で 蝶 類 群集 を 研究 し た 報告 と も 一 致す る ( 吉 
EH, 1997; 青柳 ・ 吉 尾 , 2002). ヤマ トシ ジミ と モン シロ チョ ウ は 都市 部 を 代表 する 蝶 に な っ て いる よ 
う で ある . 東京 の 野川 公園 と 小金 井 公園 で 蝶 類 群集 を 調査 し た 報告 で は , 両 公園 で スジ グロ シロ チョ 
7 Pieris melee が 3 番目 に 多い 種 と な っ て お り , スジ グロ シロ チョ ウ を 首都 圏 の 都市 公園 を 代表 する 
蝶 と し て いる が (吉田 ほか , 2004), 今回 の 調査 で は まっ た く 記 録 き れ な か っ た . モン シロ チョ ウ は 日 
向 を 好む の に 対し . スジ グロ シロ チョ ウ は 日 陰 を 好む こと が 報告 され て いる (高橋 , 1958). 荒川 河川 
敷 は 草原 的 な 環境 で あり ., ス ジグ ロ シ ロ チョ ウ の 生息 環境 に は 適さ ない の か も し れ な い . 過去 に は 荒 
川 河川 敷 で も スジ グロ シロ チョ ウ の 記録 が ある が (足立 区 , 1989, 1993), 近年 東京 都内 で は モン シロ 
チョ ウ が 増加 し ., スジ グロ シロ チョ ウ は 減少 する 傾向 が 指摘 きれ て お り Vb 5, 2002), 今回 の 調査 
結果 は この 傾向 を 裏付け る こと に な る か も し れ な い . 


タテ ハチ ョ ウ 科 や セセリ チョ ウ 科 , ジャノメ チョ ウ 科 Satyridae は , 都市 化 に より 種類 数 お よび 個体 数 
が 減少 し や すい こと が 指摘 され て いる (GH + UR, 1996). 荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 の 場合 で も , 
セセリ チョ ウ 科 に つい て は イチ モン ジ セ セリ の 個体 数 が 多く , ギン イチ モン ジ セ セリ が 記録 され て 
いる が , タテ ハチ ョ ウ 科 で 記録 され た の は キタ テハ と ヒメ アカ タテ ハ の み で あり , ジャ ノ メ ナ チョ ウ 笠 
は まっ た く 記 録 さ きれ な か っ た . 


種類 数 , 個体 数 , 多様 度 指数 の 季節 変化 を 見 る と, 種類 数 は 6 月 上 旬 に 一 時 的 な 落ち 込み が ある も の 
D, 春 か ら 秋 に か け て 増加 し , 10 月 上 旬 に ピー ク に 達する が , その 人 後 は 減少 し て いる . 個体 数 は 春 か ら 
夏 に か け て 増減 を 繰り 返し て いる が ,9 月 下旬 か ら 10 月 上 旬 に か け て 大 幅 に 増加 し , 10 月 上 旬 に ピー 
ク に 達する . その 後 は 種類 数 と 同様 に 減少 し て いる . 


多様 度 指数 に つい て も 5 月 下旬 か ら 6 月 上 旬 に か け て 落ち 込む 時 期 が ある が , 全体 と し て は 春 か ら 秋 
に か け て 増大 する . 種類 数 や 個体 数 の 変動 と 異な る の は , 10 月 中 旬 以 降 も 落ち 込む こと な く 高 い 数 値 
を 保っ て いる こと で ある . 種類 数 と 個体 数 お よび 多様 度 指数 の 間 に は 強い 正 の 相関 関係 が ある が ( 相 
関係 数 0.738 お よび 0.815), 個体 数 と 多様 度 指数 の 間 で は 相関 関係 が 弱く な っ て いる (相関 係数 
0.441). この こと は 多様 度 指数 に 対し て , 個体 数 より も 種類 数 の 影響 が 大 きい こと を 示唆 し て いる . 


千住 新橋 緑地 に 生息 する 各種 の 蝶 類 の 季節 消長 を まとめ る と いく つか の パタ ー ン が ある . 
1. 初 夏 弄 


春 か ら 初夏 に か け て 発生 の ピー ク が あり , 真夏 は 姿 を 見 か け な く な る が , 秋 に な る と 再び 個体 数 が 増 
加 す る . 双 峰 型 の 季節 消長 を 示し て お り , モンシロチョウ が 上 典型 的 な 例 で ある . モ ン キ チョ ウ も この 
型 に あて は まる が , モ ン シ ロ チョ ウ よ り 変 動 の 幅 が 小さ い . 
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2. EM 

E 7 月 か ら 8 月) に 発生 の ビー ク を 持つ 単 峰 型 の 季節 消長 を 示す . ツバ メシ ジミ の み が こ の 型 に あて 
は まる . 

3. EKAI 


春 か ら 夏 に か け て の 個体 数 は 少な い が , 8 月 後半 か ら 10 月 に か け て 個体 数 が 増加 する . 秋 に 発生 の ビ 
ー ク を 持つ 単 峰 型 の 季節 消長 を 示し . ヤマ トシ ジミ や イチ モン ジ セ セリ が その 典型 的 な 例 で ある . 他 
に ベニ シジミ , ウ ラナ ミ シ ジ ミ , チ ャ バネ セセリ , ヒ メア カタ テハ も この 型 に あて は まる . 


以上 の よう に , 千住 新橋 緑地 左岸 下流 の 蝶 類 群集 の 季節 消長 は 3 つ に 分 けら れる . 初夏 型 は モン シロ 
チョ ウ と モン キナ チョ ウ の 2 種 夏 型 は ツバ メシ ジミ 1 種 , 秋 型 は ヤマ トシ ジミ な ど 6 種 と な り , 本 調査 
地 に 生息 し て いる 蝶 の 多く が 秋 型 の 季節 消長 を 示し て いる . 雑木 林 と 農耕 地 な ど が 混在 する 林 緑 環 
i CERO, 個体 数 , 多様 度 指数 を 調査 し た 記録 に よる と , 農耕 地 の よ うな オー プン ラン ド の 
多い 環境 で は 春 と 秋 の 2 つの ピー ク が み ら れ る の に 対し , 林 縁 で は 夏 を 中 心 と し た 1 つの ピー ク し か 
み ら れ な い 顕 著 な 事実 が 認め られ る と いう (関谷 , 1998). 本 調査 地 で 記録 され た 蝶 の 多く は オー プン 
27 FORE CH 0, 蝶 の 種類 数 と 個体 数 が 夏 か ら 秋 に か け て 増加 し , 多様 度 指数 が 大 きく な る の は , 
秋 型 の 季節 消長 を 示す 蝶 が 多い た め と 考え られ る . LAL, 蝶 類 群集 の 季節 消長 に は その 年 々 の 気候 
や 人 為 的 要因 に も 大 き な 影 響 を 受け る と 思わ れ , 今後 も 継続 し た 調査 が 必要 で ある . また ., 蝶 類 群集 
の 保全 を 考え る に は 群集 の 種 多様 性 の 解明 だ け で な €, 食 草 や 吸 蜜 植物 な ど 利 用 植物 資源 の 解析 が 
重要 な 部 分 を 占め る こと が 指摘 され て いる (北原 , 2000). 今後 は 蝶 類 群集 の 季節 消長 だ け で な く , Fil 
用 植物 資源 の 解析 を 含め た 調査 に より, 蝶 類 群集 の 安定 し た 発生 を 維持 で きる よう な 緑地 の 管理 方 
法 を 考え て いき た い . 


a | OF 


今回 の 調査 を 行なう に あたり , 荒川 の 動植物 に つい て 様々 な ご 教示 を いた だ いた 荒川 ビジ ター セン 
ター の 作田 未知 子 氏 と 山下 美晴 氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 
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Summary 


Butterfly communities were studied by route census from April to November in 2004 in the Arakawa river 
basin, Adachi-ku, Tokyo. The study site is located between Senju-shinbashi and the Johban railroad bridge, 
and consists of grassland and marsh. The census route was 1.8 km long on grassland. 


15 species belonging to 5 families were observed. Species commonly observed were Pseudozizeeria maha, 
Pieris rapae, Everes argiades, Colias erate, Lycaena phlaeas, and Parnara guttata. These 6 species occupied 
the Ist to 6th in a ranking of individuals and 93.15% of butterflies in this area. These species are grassland 
breeders with habit preference for the urbanized area. Number of species and individuals increased from 
spring to autumn, and peaked in early October. 


In the Hesperiidae, 3 species were observed. Leptalina unicolor was seen in April and from August to 
September, but was not abundant. Parnara guttata was observed in July and from late August to October, 
the number of individuals increasing in autumn. Pelopidas mathias was seen in and after October, and was 
abundant in autumn even after P. guttata disappeared. In the Papilionidae, 2 species, Papilio xuthus and 
Graphium sarpedon, were recorded. These two species are not rare in Tokyo, but they were not very abun- 
dant and were seen 1-3 times in the Arakawa river basin. In the Pieridae, 2 species, Colias erate and Pieris 
rapae, were observed. These two species were among the commonest butterflies in the Arakawa river basin. 
Individuals of P. rapae numbered 21.25% in total next to Pseudozizeeria maha. The number increased from 
April to June, dropped drastically during mid-summer, and again increased in autumn. Its larvae were also 
often found on Rorippa indica and R. islandica. Seasonal prevalence of C. erate was similar to P. rapae, but 
its summer decline was smaller than that of P. rapae. In the Lycaenidae 6 species were recorded. 
Pseudozizeeria maha was the commonest butterfly in the Arakawa river basin, forming 31.27% of the total. 
Its numbers increased from late summer to autumn. Lycaena phlaeas was one of the regular species and was 
seen several times from May to November in the Arakawa river basin. Everes argiades was the third com- 
monest species, and especially abundant in summer even after Pieris rapae had disappeared. Lampides boeti- 
cus was recorded in and after September. Celastrina argiolus and Curetis acuta were rare species in the 
Arakawa river basin. In the Nymphalidae 2 species were observed. Polygonia c-aureum was recorded only 
on Nov. 17, though this species is rather common in grassland. Cynthia cardui was observed in and after 
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September, and was common in the Arakawa river basin in autumn: 
Seasonal prevalence of butterflies in the Arakawa river basin is classified into the following 3 patterns. 


1. Early summer type. The number of individuals increases from spring to early summer, drops during mid- 
summer, and again increases in autumn. Seasonal prevalence shows 2 peaks: a large one in early summer and 
a small one in autumn. Example: Pieris rapae and Colias erate. 

2. Summer type. This seasonal prevalence shows a unimodal peak in summer (July to August). Example: 
Everes argiades. 

3. Autumn type. The number of individuals is few from spring to summer, but increases from late August to 
October. Seasonal prevalence shows a peak in autumn. Example: Pseudozizeeria maha, Parnara guttata, 
Lycaena phlaeas, Lampides boeticus, Pelopidas mathias, Cynthia cardui. 
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